
が
、
長
期
間
に
わ
た
る
訓
練
成
果

を
発
揮
し
、
満
足
の
で
き
る
操
法

演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ホ
ー
ス
結
合

部
が
外
れ
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見

舞
わ
れ
、
惜
し
く
も
上
位
入
賞
は

逃
し
ま
し
た
が
、
敢
闘
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
出
場
し
た
選
手
た
ち
は
、
6
月

6
日
の
支
団
内
選
考
会
に
む
け
て
、

4
月
下
旬
か
ら
操
法
訓
練
を
開
始
。

4
年
前
の
全
国
大
会
に
は
、
同
じ

分
団
の
第
　
部
（
吉
田
地
区
）
が

12

出
場
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
訓

練
開
始
当
初
か
ら
、
全
国
大
会
出

場
を
目
標
に
、
週
5
日
以
上
の
訓

練
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
支
団
内
選
考
会
を

勝
ち
抜
き
、
7
月
の
支
部
操
法
大

会
、
県
操
法
大
会
と
優
勝
し
、
つ

い
に
全
国
大
会
の
場
に
立
つ
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
大
会
の
小
型
ポ
ン
プ
の
部
は
、

　
の
都
府
県
の
代
表
が
出
場
。
5

23番
目
に
登
場
し
た
印
西
市
消
防
団

は
、
海
岸
沿
い
特
有
の
会
場
の
強

風
の
中
で
の
演
技
と
な
り
ま
し
た

この広報紙は再生紙を使用しています。
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（　）内は前月との比較

 全
力
の
操
法
演
技
で

敢
闘
賞
を
受
賞
　
 

印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印
西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
がががががががががががががががががががが
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
にににににににににににににににににににに
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出

 印
西
市
消
防
団
が
全
国
消
防
操
法
大
会
に
出
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場

　
去
る
　
月
　
日
、
愛
知
県
蒲
郡
市
で
開
催
さ
れ

11

12

た
第
　
回
全
国
消
防
操
法
大
会
の
小
型
ポ
ン
プ
の

22

部
に
、
千
葉
県
代
表
と
し
て
印
西
市
消
防
団
印
旛

支
団
第
4
分
団
第
　
部
（
大
廻
・
造
谷
地
区
）
が

10

出
場
し
ま
し
た
。葛観衆を沸かせた印西市消防団の機

敏な操法演技

葛

会場には印西市消防団をはじめ、全
国の消防団を応援するのぼりが立ち並
びました

　去る11月10日に、印西市造園組合から、
シクラメンなどの鉢植えを寄贈していただ
きました。
　寄贈されたシクラメンなどは、市役所1
階ロビーに飾られ、訪れるお客様の目を楽
しませてくれています。

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟 北千葉道路建設促進期成同盟ががががががががががががががががががががが
早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備をををををををををををををををををををを要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要早期整備を要望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望

　北千葉道路建設促進期成同盟（沿線7市で構成）の
副会長を務める山﨑印西市長は、会長の清水鎌ヶ谷市
長、出山印西市議会議長らとともに、去る11月5日、
民主党や国土交通省、財務省を訪れ、北千葉道路の早
期整備を求める要望書を提出しました。
　当期成同盟は、国土交通省などに対して、「一般国道
464号北千葉道路の印西市から成田市までの事業中区
間については、事業推進を図るとともに、区間全体の
整備を一体的に推進すること」や「東京外かく環状道
路と千葉ニュータウンを結ぶ、市川市から鎌ヶ谷市に
至る区間の計画の早期具体化を図ること」などについ
て、要望しました。
架企画政策課交通政策室（緯内線475・476）。

造園組合が
花の鉢植えを寄贈

 東
京
電
力
珂
成
田
支
社
が
防
犯
灯
な
ど
を
寄
贈

▲東京電力珂成田支社副支社長の松本氏（右）から
目録を受け取る山﨑市長（中央）と小野寺教育長

　
去
る
　
月
9
日
、
東
京
電
力
珂

11

成
田
支
社
か
ら
防
犯
灯
5
灯
と
大

活
字
図
書
一
式
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
　
寄
贈
さ
れ
た
防
犯
灯
は
、
東
京

電
力
の
電
柱
に
設
置
し
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
役

立
て
ま
す
。

　
ま
た
、
大
活
字
図
書
一
式
は
大

森
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
市
民
の

読
書
推
進
に
役
立
て
ま
す
。

架
市
民
安
全
課
市
民
安
全
班
（
緯

内
線
7
1
3
）、
大
森
図
書
館
（
緯

碓42 
8
6
8
6
）。

　
去
る
　
月
7
日
、
小
林
北
小
学

11

校
で
創
立
記
念
式
典
が
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
小
林
北
小
学
校
は
、
小
林
地
区

の
開
発
に
伴
う
児
童
の
増
加
に
よ

り
、
平
成
3
年
4
月
に
印
西
町
立

小
林
小
学
校
か
ら
分
離
し
、
開
校

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
児
童
数
は

1
9
9
人
で
、「
気
持
ち
の
や
さ
し

い
子
、
た
っ
ぷ
り
運
動
す
る
子
、

根
気
よ
く
学
ぶ
子
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
、
特
色
あ
る
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
学
校
環
境
の
整
備
や
子
ど
も
守

り
隊
の
存
在
な
ど
、
地
域
力
の
強

い
学
区
に
見
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
実
行
委
員
会
か
ら

小
島
学
校
長
に
、
記
念
品
の
学
校

用
具
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
記
念
映
像
が
上
映
さ
れ
、

在
校
児
童
が
歴
代
校
長
を
は
じ
め

ゆ
か
り
の
あ
る
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
す
る
形
式
で
、
編
集
さ
れ
た
写

真
を
見
な
が
ら
開
校
か
ら
の
　
年
20

を
振
り
返
り
ま
し
た
。
参
列
者
は
、

当
時
の
映
像
を
見
て
感
慨
深
く
思

い
出
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
周
年
を
記
念
し
て
催
さ
れ
た

20
鑑
賞
会
で
は
、
在
校
児
童
の
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
演
奏
を
皮
切
り

に
、
地
域
住
民
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ

ル
の
演
奏
や
コ
ー
ラ
ス
が
、
花
を

添
え
ま
し
た
。

　
鑑
賞
会
の
最
後
に
は
、
成
田
高

校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部
が
迫
力
あ
る

チ
ア
ダ
ン
ス
を
披
露
。
躍
動
感
あ

る
演
技
で
見
て
い
る
人
を
楽
し
ま

せ
る
だ
け
で
な
く
、
在
校
児
童
全

員
に
振
り
付
け
を
教
え
な
が
ら
一

緒
に
踊
る
一
幕
も
。
華
や
か
な
な

か
に
も
心
の
温
ま
る
式
典
は
、
大

盛
況
で
閉
幕
と
な
り
ま
し
た
。

 
小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林
北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北
小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
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がががががががががががががががががががが
創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創
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周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周

小
林
北
小
学
校
が
創
立
　
周
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

222222222222222222220000000000000000000020

滑

来賓や地域のみなさんの参列のも
と、記念式典が盛大に行われました

葛

千葉県の代表として開会式に臨む

【
出
場
選
手
】　
　（
敬
称
略
）

指
揮
者
　
吉
野
雅
夫

1
番
員
　
櫻
井
智
之

2
番
員
　
栗
原
正
明

3
番
員
　
櫻
井
秀
哉

補
助
員
　
櫻
井
修
一

　
選
手
の
み
な
さ
ん
は
「
訓
練
を

指
導
し
て
い
た
だ
い
た
教
官
や
、

手
伝
い
を
し
て
く
れ
た
消
防
団
の

仲
間
や
、
訓
練
以
外
の
場
で
も
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
地
元
の
み
な
さ

ん
の
お
か
げ
で
貴
重
な
体
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
応
援
し

て
い
た
だ
い
た
全
て
の
み
な
さ
ん

に
感
謝
い
た
し
ま
す
」
と
語
り
ま

し
た
。



　市では、お正月の
「門松カード」を市民
のみなさんに必要に応
じてご利用いただける
よう、市役所・支所・
出張所・公民館など、
各公共施設および市内
郵便局に配布場所を設
置し、12月15日我か
ら配布します。
　配布時間は、各施設の開館中になります。
土曜日・日曜日は、公民館などが開館してい
ますのでご利用ください。
　また、市ホームページからもダウンロード
できます。
架農政課農政班（緯内線371）。

平成２２年（２０１０）１２月１５日号（２）

２／５
（土）

い
ん
ざ
い
爆
笑
ラ
イ
ブ

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

市
役
所
緯
○４２ 
5
1
1
1

牙
・
午
前
9
時
　
分
～
正
午
。

30

胸
会
場
…
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い

ん
ば
（
美
瀬
）。

胸
対
象
…
市
内
在
住
の
小
学
3
～

6
年
生
。

胸
定
員
…
　
人
。

15

胸
参
加
費
…
2
0
0
円
。

胸
持
ち
物
…
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
ふ
き
ん
2
枚
。

胸
申
し
込
み
…
　
月
　
日
画
ま
で

12

24

に
電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で

（
先
着
順
）。

架
印
旛
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓80 
3

8
0
0
）。

「
福
祉
の
し
ご
と
」

就
職
面
接
会

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
成
田
で
は
、
福

祉
・
介
護
の
仕
事
を
希
望
す
る
人

を
対
象
に
、
地
域
の
事
業
所
と
の

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

胸
日
時
…
平
成
　
年
1
月
　
日

23

20

牙
・
午
後
2
時
～
（
受
け
付
け
1

時
　
分
～
）。

30
胸
会
場
…
成
田
市
中
央
公
民
館
。

胸
対
象
…
福
祉
、
介
護
職
を
希
望

す
る
求
職
者
。

胸
参
加
企
業
…
印
西
、
成
田
、
富

里
、
佐
倉
地
域
の
福
祉
関
係
の
　15

事
業
所
（
予
定
）。

胸
参
加
費
…
無
料
。

胸
定
員
…
　
人
。

50

胸
申
し
込
み
…
電
話
で
左
記
へ

　
市
で
は
、「
印
西
市
遊
休

農
地
再
生
対
策
協
議
会
」

と
連
携
し
、
耕
作
放
棄
地

の
発
生
防
止
と
解
消
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
耕
作
放
棄
地

の
解
消
は
、
農
家
を
は
じ

め
関
係
者
の
協
力
が
な
け

れ
ば
、
進
ま
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
耕
作
放

　
新
春
恒
例
、
い
ん
ざ
い
爆
笑
ラ

イ
ブ
。
出
演
者
は
響
、
Ｕ
字
工
事
、

我
が
家
、
超
新
塾
ほ
か
。

胸
日
時
…
平
成
　
年
2
月
5
日

23

臥
・
午
前
　
時
　
分
～
（
開
場
は

10

30

　
時
～
）。

10胸
入
場
料
…
3
街
0
0
0
円
、

（
全
席
指
定
、
発
売
初
日
の
み
1

人
4
枚
ま
で
）。

　
座
席
1
席
に
つ
き
3
歳
ま
で
の

お
子
さ
ま
1
人
ま
で
は
膝
上
無

料
。
な
お
、
座
席
が
必
要
な
場
合

は
チ
ケ
ッ
ト
を
ご
購
入
く
だ
さ

い
。
　
障
害
者
割
引
は
料
金
か
ら
5
0

0
円
引
。

※
障
害
者
割
引
は
チ
ケ
ッ
ト
購
入

の
際
、
障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ
る

確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
　
月
　
日
蚊
・
午

12

19

前
9
時
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
の
み
で

発
売
開
始
。
残
券
が
あ
る
場
合
は

　
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
か
ら
文

12

21

化
ホ
ー
ル
の
み
で
電
話
受
付
開
始
。

　
経
済
産
業
省
で

は
、　
月
　
日
現

12

31

在
で
「
工
業
統
計

調
査
」
を
県
、
市

区
町
村
を
通
じ
て
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
と
し
、
そ
の
活
動

実
態
を
把
握
す
る
も
の
で
す
。 

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎

同
じ
悩
み
を
持
つ
　
代
の

10

人
た
ち
と
の
「
つ
ど
い
」

　
　
代
の
心
に
悩
み
を
抱
え
る
人

10
た
ち
が
集
い
、
自
分
の
思
い
を
語

り
合
い
、
専
門
家
よ
り
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
ま
す
。

胸
日
時
…
平
成
　
年
3
月
ま
で
毎

23

月
第
4
日
曜
日
・
午
前
　
時
　
分

10

30

～
正
午
。

胸
会
場
…
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か

え
（
栄
町
）。

胸
対
象
…
心
に
悩
み
を
抱
え
て
い

―
第
1
回
輝
け
！
健
康
県

ち
ば
宣
言
―
作
品
募
集

胸
テ
ー
マ
…
あ
な
た
の
健
康
に
対

す
る
思
い
を
表
現
し
て
み
よ
う
。

胸
募
集
部
門
…
「
川
柳
部
門
」「
写

真
部
門
」「
絵
手
紙
部
門
」。

胸
募
集
カ
テ
ゴ
リ
ー
…
「
一
般
」

（
高
校
生
以
上
）、「
ジ
ュ
ニ
ア
」

（
中
学
生
以
下
）。

胸
応
募
資
格
…
県
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者
。

胸
応
募
方
法
…
 平
成
　
年
1
月

23

7
日
画（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
に
、

郵
送
で
左
記
へ
（
川
柳
・
絵
手
紙

は
は
が
き
で
、
写
真
は
封
書
で
）。

胸
各
賞
…
千
葉
県
知
事
賞
、
各
協

賛
団
体
賞
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

胸
応
募
先
…
「
第
1
回
　
輝
け
！

健
康
県
ち
ば
宣
言
」
係
（
〒
2
6

0
―
8
6
9
1
日
本
郵
便
千
葉
支

店
私
書
箱
7
号
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.ch
ib
a1
0
0
.

n
e
t/

・
メ
ー
ルk

e
n
k
o
u
ch
ib

a@
ch
ib
a1
0
0
.n
e
t

）。

ジ
ュ
ニ
ア
食
育
教
室

　
印
西
市
で
採
れ
た
野
菜
や
果
物

を
使
っ
て
の
お
や
つ
作
り
と
、
簡

単
な
お
正
月
の
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

胸
日
時
…
平
成
　
年
1
月
6
日

23

る
　
代
の
人
。

10
※
参
加
費
、
事
前
申
し
込
み
は
不

要
。

架
栄
町
健
康
保
健
課
（
緯
碓95 
1
1

1
1
・
内
線
1
6
4
）。

平
成
　
年
度

22

「
成
年
後
見
制
度
研
修
会
」

胸
日
時
…
平
成
　
年
1
月
　
日

23

30

蚊
・
午
前
9
時
　
分
～
午
後
4
時

50

　
分
（
4
時
か
ら
の
　
分
間
は
質

30

30

問
コ
ー
ナ
ー
）。

胸
会
場
…
千
葉
市
蘇
我
勤
労
市
民

プ
ラ
ザ
。

胸
対
象
…
県
民
や
福
祉
関
係
者
な

ど
。

胸
内
容
…
成
年
後
見
制
度
の
概
要

や
職
務
に
つ
い
て
。

胸
参
加
費
…
1
街
0
0
0
円
（
資

料
代
）。

胸
申
し
込
み
…
各
社
会
福
祉
協
議

会
、
各
市
町
村
行
政
な
ど
へ
。

※
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
千

葉
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
千
葉
司

法
書
士
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

架
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
千
葉

県
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
0
4

3
―
2
0
4
―
6
0
1
2
・
胃
0

4
3
―
2
0
4
―
6
0
1
3
）。

県
外
で
受
診
な
ど
、子
ど
も

医
療
費
助
成
受
給
券（
乳
幼

児
医
療
費
助
成
受
給
券
）が

使
え
な
い
場
合
に
は

　
子
ど
も
医
療（
旧
乳
幼
児
医
療
）

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
人
が
県
外

な
ど
で
受
診
し
た
医
療
費
や
、
子

ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
（
乳
幼

児
医
療
費
助
成
受
給
券
）
が
使
え

な
い
医
療
機
関
で
受
診
し
た
医
療

費
は
、
保
護
者
に
対
し
て
償
還
払

い
を
し
て
い
ま
す
（
保
険
対
象
外

の
も
の
は
自
己
負
担
）。

　
な
お
、
有
効
期
間
が
あ
り
ま
す

の
で
お
早
め
に
申
請
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

胸
申
請
に
必
要
な
も
の
…
健
康
保

険
証
で
支
払
っ
た
領
収
書
の
原
本
、

認
め
印
、
保
護
者
名
義
の
金
融
機

関
の
通
帳
も
し
く
は
カ
ー
ド
、
子

■各施設を会場とする各種相談もお休みです。
■詳細は各施設までお問い合わせください。

休み（定休日を含む）施　設

12/29我～1/3俄
市役所、各出張所、西の原保育園こあら、小林子育て支援セン
ター、テニスコート（松山下公園・高花公園・牧の原公園・滝野
公園内）

12/29我～2/28俄
（芝生養生のため）

陸上競技場フィールド（松山下公園）、野球場（松山下公園・高
花公園・東京電機大学平岡グラウンド・旧印旛高校・印旛中央
公園・印旛西部公園・本埜スポーツプラザ）

12/27俄～1/４峨
各図書館、文化ホール、総合福祉センター、各公民館、中央駅
前センター、ふれあい文化館、印旛歴史民俗資料館、そうふけ
ふれあいの里、ふれあいセンターいんば（健康づくりセンタ
ーを除く）、松山下公園総合体育館

12/27俄～1/5我いんざい産学連携センター
12/30牙～1/7画温水センター

12/28峨～1/4峨
市民活動支援センター、草深の森、各コミュニティセンター、
各保健センター、子ども発達センター、高花老人福祉センタ
ー、本埜スポーツプラザ

12/27俄～1/3俄健康づくりセンター

公共施設年末・年始のお休公共施設年末・年始のお休みみ
福
祉

ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
（
乳
幼

児
医
療
費
助
成
受
給
券
）、入
院
の

場
合
に
は
健
康
保
険
組
合
の
付
加

給
付
金
支
払
い
通
知
な
ど
。

※
申
請
は
左
記
窓
口
ま
で
（
郵
送

可
）。

架
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班

（
〒
2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市

大
森
2
3
6
4
―
2
・
緯
内
線
2

4
2
）。

お
済
み
で
す
か

「
子
ど
も
手
当
」の
手
続
き

　
中
学
校
3
年
生
ま
で
の
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
人
へ
申
請
に
基

づ
き
支
給
し
ま
す
。

　
出
生
・
転
入
さ
れ
た
人
は
、　15

日
以
内
に
必
ず
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

胸
支
給
額
…
1
人
に
つ
き
月
額
1

3
街
0
0
0
円
（
平
成
　
年
度
）。

22

※
申
請
し
た
翌
月
分
か
ら
支
給
。

※
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

架
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
。

　
架
文
化
ホ
ー
ル
（
緯
碓42 
8
8
1
1
）。

お正月「門松カード」の配布

講
座
・
催
し

（
先
着
順
）。

架
成
田
公
共
職
業
安
定
所
福
祉
人

材
コ
ー
ナ
ー
（
緯
碓27 
8
6
0
9
）。

募
集

棄
地
の
農
地
を
所
有
し
て

い
る
人
や
、
耕
作
放
棄
地

の
農
地
を
借
り
受
け
な
ど

で
規
模
を
拡
大
し
た
い
人

な
ど
、
み
な
さ
ん
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。　

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

架
農
政
課
振
興
班
（
緯
内

線
3
7
4
）。

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も

に
、
企
業
、
大
学
な
ど
で
の
研
究

資
料
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教

材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
も
　
月
中
旬
か
ら
1
月
に

12

か
け
て
調
査
員
が
「
調
査
員
証
」

を
携
行
し
て
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

架
情
報
管
理
課
文
書
統
計
班
（
緯

内
線
5
9
1
～
5
9
3
）。

 経
済
産
業
省
・
千
葉
県
・
印
西
市
か
ら

「
工
業
統
計
調
査
」の
お
願
い
 

耕作放棄地の解消に向けて
情報提供を



じ
る
こ
と
で
、
状
況
に
よ
っ
て
は

有
害
物
質
の
漏
出
な
ど
に
よ
る
深

刻
な
環
境
汚
染
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
　
年
　
月
か
ら

22

12

平
成
　
年
3
月
ま
で
の
4
カ
月

23

間
に
、
民
有
地
に
お
け
る
不
法
投

棄
物
を
町
内
会
・
保
護
者
会
な
ど

の
地
元
組
織
の
み
な
さ
ん
と
市
と

の
協
働
に
よ
り
撤
去
し
、
再
発

防
止
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
各

地
区
に
お
け
る
不
法
投
棄
問
題
の

抜
本
的
な
解
決
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
会
・
保

護
者
会
な
ど
の
地
元
組
織
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
不
法
投
棄
物
の
処
分
費

用
な
ど
の
事
業
経
費
は
、
県
補
助

金
の
交
付
を
受
け
、
予
算
の
範
囲

内
で
市
が
全
額
負
担
し
ま
す
。

　
本
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

際
や
、
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

架
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推

進
班
（
緯
内
線
3
8
1
）。

平
成
　
年
度
の
苛
印
旛
沼
環
境

22

基
金
助
成
事
業
成
果
報
告
会

　
当
基
金
か
ら
助
成
を
受
け
、
印

旛
沼
お
よ
び
流
域
の
水
質
浄
化
、

環
境
保
全
の
た
め
の
活
動
を
し
た

高
校
、
大
学
お
よ
び
一
般
団
体
の

活
動
成
果
報
告
会
を
行
い
ま
す
。無

料
で
自
由
に
ご
入
場
い
た
だ
け

ま
す
。

胸
日
時
…
平
成
　
年
1
月
　
日

23

21

画
・【
午
前
の
部
】
午
前
9
時
　35

分
～
　
時
　
分
【
午
後
の
部
】
午

11

50

後
1
時
～
2
時
　
分
（
受
け
付
け

40

は
9
時
　
分
～
）。

20

（３）平成２２年（２０１０）１２月１５日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

民
有
地
に
お
け
る
不
法
投
棄
物

の
撤
去
事
業
に
つ
い
て
の
お
願
い

　
民
有
地
へ
の
不
法
投
棄
は
、
土

地
所
有
者
も
し
く
は
土
地
管
理
者

が
そ
の
解
決
に
当
た
る
こ
と
が
原

則
と
な
り
ま
す
が
、
現
実
的
な
問

題
と
し
て
不
法
投
棄
物
の
処
分

費
用
な
ど
が
支
障
と
な
る
こ
と

で
、
速
や
か
な
解
決
に
至
ら
な
い

の
が
現
状
で
す
。　

　
ま
た
、
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
不

法
投
棄
物
が
新
た
な
不
法
投
棄
を

呼
び
込
む
と
い
っ
た
悪
循
環
が
生

　
市
で
は
、
市
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
兼
ね
て
市
管
理
の
道
路
照
明
の

点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
不
点

灯
な
ど
の
故
障
を
発
見
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
昼
間
点
灯
し
て
い
た
り
、
夜
間

点
灯
し
な
い
な
ど
故
障
し
て
い
る

道
路
照
明
を
市
民
の
み
な
さ
ん
が

見
つ
け
た
際
は
、
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
故
障
原
因
に
よ
っ
て
は
修
理
に

数
日
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
市
で
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
次
期
総
合
計
画

（
計
画
年
度
：
平
成
　
年
度
～
平

24

成
　
年
度
）
の
策
定
の
た
め
、
本

32
年
6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
、
市

内
在
住
の
満
　
歳
以
上
の
人
3
街

20

0
0
0
人
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査

結
果
は
、
次
期
総
合
計
画
策
定
の

基
礎
資
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

【
調
査
の
目
的
】

毅
継
続
居
住
の
意
向
な
ど
の
市
民

意
識
の
把
握

毅
環
境
、
福
祉
、
産
業
、
教
育
、

基
盤
整
備
、
行
財
政
と
い
っ
た
行

政
の
各
分
野
の
政
策
に
対
す
る
市

民
の
み
な
さ
ま
の
重
要
度
や
満
足

度
（
納
得
度
）
の
把
握

【
回
収
結
果
】

毅
配
布
数
…
3
街
0
0
0
部

毅
有
効
回
収
数
…
1
街
2
4
1
人

毅
有
効
回
収
率
…
　
・
4
％

41

【
集
計
結
果
の
概
要
】

胸
継
続
居
住
の
市
民
意
識

　
　
%
以
上
の
人
が
「
印
西
市
に

80
住
み
続
け
た
い
」
と
回
答
し
て

お
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
「
自

然
環
境
や
公
園
な
ど
が
整
っ
て
い

て
緑
が
多
い
」
が
最
も
割
合
が

高
く
、
次
い
で
「
買
い
物
な
ど
日

常
生
活
に
便
利
で
あ
る
」、「
ま
ち

並
み
や
景
色
な
ど
の
市
内
の
景
観

が
良
い
」
の
順
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、「
印
西
市
に
住
み
た
く

な
い
」
と
回
答
し
た
人
は
約
　
%
12

お
り
、
そ
の
理
由
は
「
買
い
物
な

ど
の
日
常
生
活
に
不
便
で
あ
る
」

が
最
も
割
合
が
高
く
、
次
い
で

「
福
祉
・
保
健
・
医
療
の
施
設
や

体
制
が
不
十
分
で
あ
る
」「
住
ん

で
い
る
地
域
に
活
気
が
な
い
」
の

順
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
警
で
は
　
月
　
日
画
か
ら
平

12

10

成
　
年
1
月
3
日
俄
ま
で
の
間
、

23
「
年
末
年
始
特
別
警
戒
取
り
締
ま

り
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
間
、

パ
ト
ロ
ー
ル
や
交
通
取
り
締
ま
り

な
ど
を
強
化
し
ま
す
が
、
み
な
さ

ん
も
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
注
意
し
て
、
楽
し
い
年
末
年
始

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

〈
ひ
っ
た
く
り
被
害
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
〉

　
被
害
者
の
約
9
割
は
女
性
で
す
。

　
ま
た
、
被
害
は
夕
方
6
時
か
ら

夜
　
時
台
ま
で
の
時
間
帯
が
約
6

11
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
年
末
年
始
は
い
つ
も
よ
り
多
額

の
現
金
を
持
ち
歩
く
機
会
が
多
い

の
で
、
一
層
の
注
意
が
必
要
で
す
。

煙
バ
ッ
グ
な
ど
の
持
ち
方
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

煙
防
犯
グ
ッ
ズ
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

煙
人
前
で
財
布
を
見
せ
る
こ
と
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

 〈
空
き
巣
被
害
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
〉

　
年
末
年
始
は
、
帰
省
や
初
詣
で

な
ど
で
家
を
空
け
が
ち
。
空
き
巣

に
入
ら
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

煙
留
守
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

怯
犬
・
猫
　
譲
渡
会

　
わ
た
し
た
ち
が
保
護
し
て
い
る

犬
・
猫
た
ち
に
新
し
い
家
族
を
見

つ
け
る
た
め
の
譲
渡
会
を
開
催
。

胸
日
時
…
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　

12

26

11

時
～
午
後
2
時
。

胸
会
場
…
Ｂ
Ⅰ
Ｇ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
駅
前
ビ

レ
ッ
ジ
。

※
動
物
の
持
ち
込
み
不
可
。
動
物

の
引
き
取
り
は
一
切
し
ま
せ
ん
。

架
ど
う
ぶ
つ
福
祉
の
会
ア
ニ
マ
ル

サ
ポ
ー
ト
・
ノ
ア
（
緯
0
9
0
―

1
5
3
2
―
8
7
1
3
）。

怯
親
子
も
ち
つ
き
大
会

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
、
親
子
で
も
ち
つ
き

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

胸
日
時
…
平
成
　
年
1
月
　
日

23

10

華
・
午
前
　
時
　
分
～
午
後
2
時

11

30

（
雨
天
実
施
）。

胸
会
場
…
原
小
校
庭
、
体
育
館
。

胸
対
象
…
5
歳
～
小
学
6
年
生
。

胸
参
加
費
…
無
料
。

胸
申
し
込
み
…
電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
、
事
前
に
左
記
へ
。

架
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
印
西
白
井
第

2
団
・
大
石
（
緯
碓46 
6
6
3
0
・

メ
ー
ルsco

u
to
_
in
zai@

in
f

o
se
e
k
.jp

）。

怯
合
気
道
正
心
会
会
員
募
集

　
小
さ
な
子
か
ら
年
配
の
み
な
さ

ん
が
、
楽
し
く
稽
古
し
て
い
ま
す
。

胸
日
時
…
毎
週
水
曜
日
・
午
前
　11

時
～
正
午
、
毎
週
日
曜
日
（
予

定
）・
午
後
3
時
～
4
時
。

胸
会
場
…
松
山
下
公
園
総
合
体
育

館
（
浦
部
）。

胸
会
費
…
4
街
0
0
0
円
～
。

架
中
島
（
緯
0
9
0
―
9
8
5
7

―
6
7
8
5
）。

怯
烏
鷺
の
会
主
催
・
印
西
こ
ど

も
囲
碁
教
室
―
国
際
囲
碁
は

頭
脳
ス
ポ
ー
ツ

　
広
州
ア
ジ
ア
大
会
の
正
式
種
目

に
な
っ
た
囲
碁
を
、
文
化
庁
の
伝

統
文
化
こ
ど
も
教
室
と
し
て
、
棋

士
会
幹
事
が
指
導
。
英
語
の
九
九

で
テ
リ
ト
リ
速
算
も
学
べ
ま
す
。

胸
日
時
…
土
、
日
曜
日
・
い
ず
れ

も
午
後
1
時
　
分
よ
り
二
回
。

15

胸
会
場
…
ふ
れ
あ
い
文
化
館（
原
）。

架
市
民
ネ
ッ
ト
＠
5
0
0
・
中
西

（
緯
碓37 
7
4
2
3
）。

　12月31日画まで冬の交通安全運
動を実施中です。　年末は、交通量の
増加に伴う混雑に加えて、飲酒の機
会も多くなります。
　ドライバーのみなさん、飲酒後は
絶対に運転してはいけません。命を
守るシートベルト・チャイルドシー
トの着用も忘れずに、早めにライト
を点灯しましょう。
　また、高齢者の事故も多発してい
ます。徒歩や自転車での夜間の外出
の際には、暗がりでも目立つように
明るい服装・反射材の着用を心がけ
ましょう。
　一人ひとりが交通ルールの順守と
正しい交通マナーを実践し、お年寄
りや子どもを交通事故から守りまし
ょう。

大

大

小

小

胸
満
足
度
・
重
要
度

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、　36

分
野
に
わ
た
る
市
の
取
り
組
み
に

対
す
る
満
足
度
と
重
要
度
を
6
段

階
評
価
で
調
査
し
ま
し
た
。
左
上

図
は
、　
分
野
の
満
足
度
と
重
要

36

度
を
点
数
化
し
、
相
関
を
示
し
た

も
の
で
す
。

　
満
足
度
が
低
く
重
要
度
が
高
い

 「
新
し
い
印
西
市
総
合
計
画
策
定
の
た
め
の

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
調
査
結
果

分
野
（
図
左
上
）
で
あ
る
「
交
通
」

「
医
療
体
制
の
強
化
」「
雇
用
の

促
進
」「
計
画
的
・
効
率
的
な
行

財
政
運
営
」「
土
地
利
用
計
画
・

圏
域
の
有
機
的
結
合
」
な
ど
は
、

今
後
も
市
が
よ
り
力
を
入
れ
て
い

く
べ
き
分
野
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
調
査
結
果
に
つ

き
ま
し
て
は
、
企
画
政
策
課
・
各

出
張
所
・
公
民
館
・
図
書
館
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

架
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯

内
線
4
7
2
）。

 ひ
っ
た
く
り
や
空
き
巣
に
注
意

「
年
末
年
始
特
別
警
戒
取
り
締
ま
り
」を
実
施
し
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
町
内
会
な
ど
で
管
理
し

て
い
る
防
犯
灯
は
従
来
ど
お
り
町

内
会
な
ど
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

架
【
車
道
照
明
】
土
木
管
理
課

維
持
班
（
緯
内
線
5
1
7
・
メ
ー

ル
 do

b
o
k
u
k
a@
m
l.city

.i

n
zai.ch

ib
a.jp

）、【
歩
道
照

明
】
市
民
安
全
課
市
民
安
全
班

（
緯
内
線
7
1
3
・
メ
ー
ル
 sim

in
an
ze
n
k
a@
m
l.city

.in
z

ai.ch
ib
a.jp

 ）。

煙
地
域
の
協
力
で
犯
罪
を
な
く
し

ま
し
ょ
う
。

煙
防
犯
用
品
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
補
助
錠
や
窓
ガ
ラ
ス
に
張
る
防

犯
フ
ィ
ル
ム
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
空
き
巣
防
犯
対
策
や
防
犯
性
能

の
高
い
建
築
部
品
に
つ
い
て
は
、

県
警
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【h

ttp
:

//w
w
w
.p
o
lice
.p
re
f.ch
i

b
a.jp

（
安
全
な
暮
ら
し
→
犯
罪

抑
止
推
進
室
→
空
き
巣
に
注
意
→

空
き
巣
→
4
．
防
犯
性
能
の
高
い

建
築
部
品
に
つ
い
て
）】を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

架
印
西
警
察
署（
緯
碓42 
0
1
1
0
）。

冬の交通安全運動
ち
ょ
っ
と
待
て
　
　
た
っ
た
一
杯
　
危
険
は
い
っ
ぱ
い

!!

環
境

胸満足度・重要度相関図胸

 お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
道
路
照
明
の
故
障
 

胸
会
場
…
北
総
県
民
セ
ン
タ
ー

（
佐
倉
市
）。

架
苛
印
旛
沼
環
境
基
金
（
緯
0
4

3
―
4
8
5
―
0
3
9
7
）。

不法投棄をなくすためご不法投棄をなくすためご協協
力願いま力願いますす

　『
広
報
い
ん
ざ
い
』　
月
1
日
号
の
1
ペ
ー
ジ
「
平
成
　

12

22

年
・
文
化
の
日
功
労
表
彰
」
の
善
行
表
彰
の
表
彰
者
で
「
内

野
南
第
二
団
地
自
治
会
」
と
掲
載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

「
内
野
南
第
二
団
地
町
内
会
」
で
す
。

　
お
わ
び
す
る
と
と
も
に
訂
正
し
ま
す
。

胸おわびと訂正胸



Ｋ
テ
レ
ビ
『
小
さ
な
旅
』
で
紹
介

さ
れ
、　
万
人
も
の
見
物
客
が
訪

15

れ
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
車
の
渋

滞
が
問
題
に
。

　
人
も
白
鳥
も
環
境
破
壊
の
波
に

押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

み
な
さ
ん
の
地
道
な
活
動
に
よ
っ

て
見
物
客
の
マ
ナ
ー
も
改
善
さ
れ

る
会
」
会
長
、
出
山
輝
夫
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
白
鳥
が
飛
来
し
た
年
は
、

農
業
用
排
水
工
事
が
行
わ
れ
て
お

り
、
二
番
穂
の
残
る
田
ん
ぼ
（
現

在
の
飛
来
地
）
に
大
雨
で
水
が
溜

ま
り
、
格
好
の
餌
場
と
な
っ
た
た

め
、
越
冬
に
欠
か
せ
な
い
条
件
が

そ
ろ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
以
降
、
飛
来
す
る
白
鳥
も
増
え
、

出
山
さ
ん
の
努
力
が
実
を
結
び
、

現
在
の
「
本
埜
白
鳥
を
守
る
会
」

の
発
足
と
会
員
み
な
さ
ん
の
活
躍

の
も
と
、「
本
埜
白
鳥
の
郷
」
を
胸

を
張
っ
て
名
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
平
成
　
年
に
は
Ｎ
Ｈ

14

 里
山
に
舞
い
降
り
た
純
白
の
翼

　
　
　
　
　
　「
本
埜
地
区
の
白
鳥
」

広報レポーター： 瀧田 　 昭造 （滝野）
たきた しょうぞう

平成２２年（２０１０）１２月１５日号（４）

▲「白鳥募金」贈呈式で本埜白鳥を守る会の出山
会長（中央）を囲む本埜第二小の児童と先生たち

広報レポーター：
 阿部   純 （小倉台）
あ　べ じゅん 本埜公民館

楓
の
嵩
な
す
落
ち
葉
ふ
み
ゆ
け
ば
池
に
小
鴨
の
ひ
く
く
鳴
く
こ
ゑ

小
倉
台
　
　
　
後
藤
　
貞
子

暑
さ
す
ぎ
落
ち
た
る
樹
皮
の
夥
し
百
日
紅
の
木
の
下
掃
け
ば

小
　
林
　
　
　
本
間
百
々
代

万
葉
に
詠
ま
れ
し
野
草
を
摘
み
来
て
は
教
へ
て
く
れ
し
君
急
逝
す

大
　
森
　
　
　
石
塚
　
浩
　

静
か
な
る
流
れ
に
吸
は
れ
ゆ
く
ご
と
き
思
ひ
に
立
て
り
利
根
の
川
辺
に

木
　
刈
　
　
　
横
山
与
志
乃

暑
き
日
の
運
動
会
の
放
送
が
水
の
摂
取
を
子
ら
に
促
す

大
　
森
　
　
　
羽
方
　
政
子

白
鳥
の
水
の
余
白
に
逆
さ
富
士

小
林
浅
間
　
　
樫
本
聖
游
子

月
参
り
か
か
さ
ず
に
来
て
神
の
留
守

岩
　
戸
　
　
　
豊
田
　
ケ
イ

赤
蕎
麦
の
花
へ
双
子
の
ベ
ビ
ー
カ
ー

内
　
野
　
　
　
葛
西
　
節
子

我
が
為
と
姑
の
植
ゑ
し
菊
供
ふ

発
　
作
　
　
　
関
口
千
代
子

鳴
き
声
の
さ
だ
か
な
ら
ね
ど
浜
千
鳥

木
　
刈
　
　
　
薗
田
　
篤
生

　『
平
成
四
年
十
一
月
十
四
日
稲

刈
り
が
終
わ
っ
た
田
ん
ぼ
の
上
空

を
純
白
の
白
鳥
が
飛
ぶ
』

　
こ
れ
は
、
内
藤
幸
一
氏
の
著
書

「
本
埜
村
・
白
鳥
物
語
」
の
一
節

で
す
。
こ
の
年
の
　
月
、
田
ん
ぼ

12

で
羽
を
休
め
る
六
羽
の
白
鳥
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
　
年
、

18

飛
来
す
る
白
鳥
も
年
々
増
え
、
平

成
　
年
に
は
千
三
百
羽
も
の
白
鳥

21
が
、
本
埜
の
田
ん
ぼ
で
越
冬
に
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
月
　
日
、
今
年
も
第
一
陣
の

11

10

六
羽
の
白
鳥
が
本
埜
の
田
ん
ぼ
に

到
着
。
そ
の
取
材
に
際
し
、
白
鳥

た
ち
を
見
守
っ
て
き
た
出
山
光
男

さ
ん
の
子
息
で
「
本
埜
白
鳥
を
守

掲載情報は１1月２5日現在
架クリーン推進課クリーン推進班（緯内線３８２）

俳
句

五
十
嵐
正
雄
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバックを持参しましょう。

葛
合
併
前
は
「
本
埜
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
」
で
し
た
が
現
在
は

「
本
埜
公
民
館
」
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
ま
す

　
　
月
の
穏
や
か
に
晴
れ
た
日
、

11
本
埜
公
民
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
合

併
前
に
は
「
本
埜
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
の
建
物

は
丘
の
上
に
あ
り
、
多
目
的
球
技

場
や
野
球
場
、
人
気
の
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
な
ど
を
備
え
る
本
埜
ス
ポ
ー

ツ
プ
ラ
ザ
の
一
角
に
あ
り
ま
し
た
。

地
上
4
階
、
外
壁
が
赤
レ
ン
ガ
風

タ
イ
ル
で
周
囲
の
緑
に
マ
ッ
チ
し

た
建
物
で
し
た
。

　
当
日
、
宮
嶋
館
長
に
施
設
の
案

内
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
周
囲
の
運
動
場

な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
本
埜
ス
ポ

ー
ツ
プ
ラ
ザ
」
が
平
成
4
年
に
オ

ー
プ
ン
。
そ
の
管
理
棟
を
兼
ね
た

施
設
と
し
て
現
在
の
公
民
館
が
完

成
し
、
総
称
と
し
て
「
本
埜
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
」
が
平
成
9
年
に
で

き
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
ま
ず
利
用
頻
度
が
一
番
と
い
う

1
階
の
音
楽
室
は
、
ピ
ア
ノ
1
台

を
備
え
、
壁
に
は
等
身
大
の
鏡
が

あ
り
、
楽
器
演
奏
や
合
唱
練
習
な

ど
の
ほ
か
に
社
交
ダ
ン
ス
な
ど
多

方
面
の
活
用
が
で
き
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
ま
た
、
3
階
に
は
広
大

な
ス
ペ
ー
ス
の
多
目
的
ホ
ー
ル
が

あ
り
ま
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
体
育
館
と
し

て
の
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、 緞
帳
 を

ど
ん
ち
ょ
う

備
え
た
舞
台
も
あ
り
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
な
ど
多
目
的
に
利
用
で
き
る

明
る
く
開
放
的
な
感
じ
の
施
設
で

し
た
。

　
最
後
に
4
階
に
上
が
る
と
、
情

報
学
習
室
と
表
示
さ
れ
た
　
畳
の

25

和
室
が
あ
り
ま
し
た
。
床
の
間
を

有
す
る
部
屋
の
カ
ー
テ
ン
を
開
け

放
つ
と
、
こ
の
館
一
番
の
眺
望
が

て
き
ま
し
た
。

　
　
月
　
日
に
は
、
近
く
に
あ
る

11

24

本
埜
第
二
小
学
校
の
児
童
た
ち
が

田
ん
ぼ
で
「
二
番
穂
刈
り
」
を
し

て
集
め
た
お
米
を
出
山
さ
ん
に
託

し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
「
白
鳥
募

金
」
と
児
童
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
書
か
れ
た
竹
 柵
 も
贈
呈
さ
れ
、

さ
く

現
地
に
飾
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
日
も
何
人
か
の
見
物
客
が

癒
し
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。
中
に
は
、
遠
く
か
ら
白

鳥
た
ち
の
姿
を
見
に
来
た
お
客
さ

ん
も
。「
本
埜
白
鳥
を
守
る
会
」
の

み
な
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、

甘
酒
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
り
、

心
温
ま
る
人
の
輪
を
感
じ
る
取
材

で
し
た
。

　
取
材
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

見
ら
れ
ま
し
た
。
田
や
畑
、
そ
し

て
雑
木
林
が
ず
っ
と
遠
く
ま
で
続

い
て
い
る
の
が
一
望
で
き
、
心
が

癒
や
さ
れ
、
学
習
能
率
が
あ
が
り

そ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
こ
の
和

室
は
、
わ
た
し
の
一
番
の
お
す
す

め
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　
見
学
の
後
、
宮
嶋
館
長
か
ら
館

の
運
営
方
針
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
と
同
じ
よ
う

に
公
民
館
も
気
軽
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
交

流
の
場
に
、
そ
し
て
、
生
涯
学
習
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
」
と
い
う
言
葉
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
も
利
用
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

胸
開
館
時
間
…
午
前
9
時
～
午
後

5
時
（
月
曜
日
、
祝
日
、
月
曜
日

が
祝
日
の
場
合
は
火
曜
日
、
年
末

年
始
は
休
館
）。

架
本
埜
公
民
館（
緯
碓97 
2
0
1
1
）。

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

▲無駄吠え防止用首輪（1万2千円）▲衣類乾燥機▲木刈中女子制服▲乗馬用鞍・
腹帯・ゼッケンなど（要相談）▲冷凍冷蔵庫（要相談）▲勉強机（要相談・３千5百
円）▲ランドセル（黒）▲しおん幼稚園男子用制服（３千円）▲クリスマスツリー
（組み立て式）▲小林中学校女子制服（夏・冬）。

▲秀明八千代高校男子制服・体操服ほか▲千葉商科大学付属高校男子制服・体操服ほ
か▲きかり幼稚園制服▲冷蔵庫▲小林セブンスイミングのバック▲印西中男子制服
▲しおん幼稚園男児制服・体操服ほか▲西の原幼稚園男女制服・体操服・かばん。

▲情報学習室からは遠く
本埜の田園などが一望に

▲スポーツ以外にも演芸
などで利用できる多目的
ホール

▲本埜の青空に映える
白鳥たちの優雅な舞。
訪れた人たちを魅了し
てやみません
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